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特集―――わがまち八王子探訪シリーズ「加住」

はちとぴ
観光

―特 撰―

も
と
も
と
八
木
町
に
あ
っ
た
が
、
戦
災
で

焼
失
。
戦
後
に
本
堂
な
ど
が
再
建
さ
れ
た

も
の
の
、
１
９
７
３
（
昭
和
48
）
年
に
現

在
地
に
移
転
し
、
改
め
て
本
堂
な
ど
を
再

建
し
た
。
境
内
の
墓
地
入
口
に
は
八
王
子

千
人
同
心
組
頭
の
植
田
孟
縉
の
墓
が
あ
る

（
都
指
定
文
化
財
）。

❸
宗
徳
寺

１
９
８
２
（
昭
和
57
）
年
開
館
。
村
内

フ
ァ
ニ
チ
ャ
ー
ア
ク
セ
ス
の
村
内
道
昌
が

集
め
た
西
洋
絵
画
や
世
界
の
名
作
家
具

を
、
７
部
屋
の
展
示
室
で
鑑
賞
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
開
館
時
間
10
時
30
分
～
17
時

30
分
、
水
曜
・
年
末
年
始
休
館
、
入
館
料

６
０
０
円
（
一
般
）。

❶村内美術館

村
内
フ
ァ
ニ
チ
ャ
ー
ア
ク
セ
ス
の
敷
地
内

に
校
舎
が
あ
る
。
本
格
的
に
プ
ロ
を
目
指

す
人
か
ら
趣
味
と
し
て
家
具
作
り
を
し
た

い
人
ま
で
家
具
製
作
が
学
べ
る
学
校
。
１

日
体
験
コ
ー
ス
や
木
工
体
験
イ
ベ
ン
ト
な

ど
の
各
種
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
行
っ
て
い

る
。（
は
ち
と
ぴ
37
号
参
照
）

❷現代家具工芸学校１
９
８
３
（
昭
和
58
）
年
開
館
、
２
０
０

８
（
平
成
20
）
年
に
新
館
オ
ー
プ
ン
。
日

本
・
東
洋
・
西
洋
の
各
時
代
の
絵
画
、
版

画
、
写
真
、
彫
刻
な
ど
、
様
々
な
ジ
ャ
ン

ル
の
作
品
約
３
万
点
を
所
蔵
し
、
定
期
的

に
特
別
展
を
開
催
し
て
い
る
。
開
館
時
間

10
時
～
17
時
、
月
曜
・
年
末
年
始
休
館
。

❹東京富士美術館

◎
「
加
住
村
」
の
縁
起

　

八
王
子
市
の
北
西
部
に
位
置
す
る
加
住
地
域
は
、

多
摩
川
、
秋
川
を
隔
て
て
、
昭
島
市
、
福
生
市
、
あ

き
る
野
市
と
接
す
る
加
住
丘
陵
に
立
地
し
て
い
ま

す
。
１
８
８
９
（
明
治
22
）
年
に
、
留
所
村
、
大
沢

村
、
本
丹
木
村
、
中
丹
木
村
、
八
日
市
村
、
横
山

村
、
梅
坪
村
、
滝
山
村
、
左
入
村
、
谷
野
村
、
宮
下

村
、
戸
吹
村
、
高
月
村
の
13
か
村
が
合
併
し
て
加
住

村
と
な
り
、
１
９
５
５
（
昭
和
30
）
年
に
八
王
子
市

に
合
併
さ
れ
ま
し
た
。

　

加
住
地
域
は
丘
陵
地
の
谷
や
山
麓
地
に
集
落
と
耕

地
が
拓
か
れ
た
農
村
地
帯
で
し
た
が
、
山
地
が
多
く
、

耕
地
が
少
な
か
っ
た
た
め
、
古
く
か
ら
副
業
が
盛
ん

で
し
た
。
明
治
時
代
に
は
農
作
物
を
作
る
傍
ら
で
養

蚕
を
行
う
家
が
多
く
、
機
織
り
も
盛
ん
で
し
た
。

　

昭
和
30
年
代
か
ら
は
宅
地
開
発
が
進
み
、
人
口
が

増
え
始
め
ま
す
。
こ
の
こ
ろ
か
ら
大
学
や
ゴ
ル
フ
場

が
開
設
さ
れ
、
最
近
で
は
都
内
で
初
め
て
と
な
る
道

の
駅
が
オ
ー
プ
ン
し
た
り
、
新
滝
山
街
道
が
全
線
開

通
す
る
な
ど
し
て
、
大
き
く
変
貌
を
遂
げ
て
い
ま
す
。

一
方
、
多
摩
川
や
秋
川
を
水
源
と
し
た
清
流
に
恵
ま

れ
て
い
る
高
月
町
で
は
、
現
在
も
稲
作
が
盛
ん
で
、

都
内
有
数
の
水
田
が
広
が
る
地
域
で
も
あ
り
ま
す
。

　

歴
史
的
な
遺
構
と
し
て
は
、
中
世
に
建
て
ら
れ
た

高
月
城
跡
と
滝
山
城
跡
が
筆
頭
と
い
え
る
で
し
ょ

う
。
中
世
後
期
、
武
蔵
地
域
の
政
治
的
な
拠
点
で
、

特
に
滝
山
城
は
全
国
で
も
有
数
の
中
世
城
郭
跡
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
こ
の
一
帯
は
都
立
滝
山
自

然
公
園
と
な
り
、
国
の
史
跡
と
し
て
文
化
財
指
定
も

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
滝
山
公
園
は
桜
が
有
名

で
、
毎
年
４
月
に
は
「
滝
山
城
跡
桜
ま
つ
り
」
を
開

催
す
る
な
ど
し
て
、
多
く
の
観
光
客
も
呼
び
込
ん
で

い
ま
す
。

今回の八王子探訪シリーズは加住地域。国道16号から滝山公園
を経て高月町へと向かうルートと、道の駅八王子滝山から滝山
街道を横断して戸吹スポーツ公園へと向かう２つのルートを設
定しました。豊かな自然と歴史文化の共存する加住地域をご紹
介します。

滝山城跡探訪コース
★加
住地
域を 知

る！　その１
深～く



3

出発です！
楽しみだな♪

あともう
少しだよ！

この場所を
ご案内します

マイペースで
歩きましょう！
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特集―――わがまち八王子探訪シリーズ「加住」

１
９
７
１
（
昭
和
46
）
年
に
開
学
し
、
２

０
２
１
（
令
和
３
）
年
に
創
立
50
周
年
を

迎
え
る
。
現
在
は
８
学
部
10
学
科
、
５
研

究
科
、
２
専
門
職
大
学
院
を
備
え
、
学
生

数
は
７
０
０
０
名
以
上
。
平
和
問
題
研
究

所
、
比
較
文
化
研
究
所
、
東
洋
哲
学
研
究

所
な
ど
も
擁
し
て
い
る
。

❺創価大学

永
禄
年
間
（
１
５
５
８
～
70
）
草
創
。
市

指
定
有
形
民
俗
文
化
財
で
、
多
摩
地
区
で

最
も
古
い
と
い
わ
れ
る
１
４
４
８
（
文
安

５
）
年
の
月
待
供
養
の
板
碑
が
あ
る
。
月

待
供
養
と
は
、
特
定
の
月
齢
の
日
に
人
々

が
集
ま
っ
て
飲
食
を
共
に
し
、
月
の
出
を

待
ち
拝
む
民
間
信
仰
。

❻龍源寺

丹
木
３
丁
目
か
ら
谷
野
町
に
向
か
う
坂
。

こ
の
坂
下
に
洋
画
家
、
小
島
善
太
郎
が
住

ん
で
い
た
こ
と
に
由
来
す
る
。
小
島
は
こ

の
地
に
40
年
ほ
ど
住
ん
で
い
た
が
、
道
路

拡
幅
に
伴
い
、
１
９
７
１
（
昭
和
46
）
年

に
日
野
市
百
草
に
転
居
し
た
。（
は
ち
と

ぴ
19
号
参
照
）

❼善太郎坂

乗
泉
寺
八
王
子
別
院
内
に
あ
る
。
麻
布

（
現
・
港
区
六
本
木
）
に
あ
っ
た
乗
泉
寺

の
一
般
信
徒
が
結
成
し
た
満
蒙
開
拓
団

は
、
敗
戦
直
後
に
ソ
連
兵
に
よ
っ
て
虐
殺

さ
れ
た
。
自
決
者
を
含
む
約
５
５
０
名
の

犠
牲
者
の
慰
霊
の
た
め
に
、
１
９
７
８

（
昭
和
53
）
年
に
建
立
。

❾満蒙開拓団慰霊碑

在
郷
軍
人
加
住
村
軍
会
が
、
日
露
戦
争
の

戦
没
者
15
名
を
祭
神
と
し
て
創
建
し
、
１

９
１
２
（
明
治
45
）
年
に
滝
山
城
本
丸
址

に
社
殿
を
建
立
し
た
。
戦
後
、
満
州
事

変
、
日
中
戦
争
、
太
平
洋
戦
争
で
の
戦
死

者
も
合
祀
。
町
村
出
身
の
戦
没
者
を
祭
神

と
し
た
珍
し
い
神
社
。

❿霞神社

２
０
０
２
（
平
成
14
）
年
開
館
。
会
議

室
、
多
目
的
室
、
和
室
の
ほ
か
、
体
育

室
、
地
区
図
書
室
な
ど
を
備
え
る
。
地
区

図
書
室
に
は
郷
土
の
本
が
多
数
揃
え
ら
れ

て
い
る
。
加
住
地
区
の
町
自
連
、
住
民

協
、
防
災
、
防
犯
、
滝
山
城
跡
文
化
協
会

の
５
団
体
が
事
務
局
を
置
い
て
い
る
。

❽加住市民センター

　

加
住
丘
陵
に
あ
る
都
立
滝

山
公
園
は
、
１
９
８
６
（
昭

和
61
）
年
に
開
園
し
ま
し

た
。
滝
山
城
跡
の
遺
構
を
中

心
と
し
て
、
32
万
㎡
も
の
広

さ
が
あ
り
ま
す
。
自
然
豊
か

な
公
園
で
、
園
内
に
５
０
０

０
本
も
の
桜
を
有
す
る
都
内

有
数
の
桜
の
名
所
と
し
て
も

知
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
木
々
は
、
１
９
７
１
（
昭

和
46
）
年
に
加
住
地
域
の
住

民
が
、
丘
陵
の
地
形
が
似
て

い
る
奈
良
の
吉
野
山
に
見
立

て
て
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
や
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
な
ど
を
植
樹
し
た
も
の
で
す
。

毎
年
４
月
に
は
「
滝
山
城
跡
桜
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
て
い
る
ほ

か
、
５
月
の
新
緑
の
時
期
や
10
月
の
紅
葉
の
時
期
に
は
散
策
ツ
ア
ー

が
開
か
れ
る
な
ど
、
加
住
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
の
中
心
的
役
割
を
担
っ

て
い
ま
す
。

　

滝
山
公
園
の
北
側
は
、
多
摩
川
が
削
っ
た
70
ｍ
ほ
ど
の
高
さ
の
崖

に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
川
沿
い
の
絶
壁
に
築
か
れ
た
の
が
滝
山
城

で
す
。

　

滝
山
城
は
１
５
２
１
（
大
永
元
）
年
こ
ろ
に
武
蔵
国
守
護
代
の
大

石
氏
が
築
城
し
た
と
い
わ
れ
、
後
に
小
田
原
か
ら
勢
力
を
広
げ
て
き

た
北
条
氏
の
支
城
と
な
り
ま
し
た
。
城
を
継
承
し
た
北
条
氏
照
は
城

域
を
拡
張
し
、
そ
の
広
さ
は
当
時
の
平
山
城
と
し
て
は
日
本
最
大
級

を
誇
っ
た
と
い
い
ま
す
。
ま
た
、
河
岸
段
丘
の
地
形
を
巧
み
に
活
か

し
た
難
攻
不
落
の
城
と
も
い
わ
れ
、
１
５
６
９
（
永
禄
12
）
年
に
武

田
信
玄
の
２
万
の
大
軍
に
攻
め
込
ま
れ
た
際
に
も
、
わ
ず
か
２
千
の

兵
で
守
り
ぬ
く
こ
と
が
で
き
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

都
立
滝
山
公
園
と
滝
山
城

ひと休み
コラム

▲

滝
山
公
園
よ
り
多
摩
川
を
望
む
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１
９
５
８
（
昭
和
33
）
年
、
滝
山
霞
神
社

碑
銘
建
設
協
賛
会
・
加
住
地
区
遺
族
会
に

よ
っ
て
霞
神
社
社
殿
の
左
側
に
建
立
さ
れ

た
。
霞
神
社
の
由
来
と
、
祭
神
で
あ
る
日

露
戦
争
15
名
、
満
州
事
変
１
名
、
日
中
戦

争
13
名
、
太
平
洋
戦
争
１
０
７
名
の
戦
死

者
名
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

⓫霞神社由緒の碑

山
地
に
自
生
す
る
ヤ
マ
グ
ワ
の
一
種
で
、

市
指
定
天
然
記
念
物
。
高
さ
６
ｍ
で
、
株

は
根
元
か
ら
二
股
に
分
か
れ
て
い
る
。
推

定
樹
齢
は
４
０
０
年
超
。
１
９
９
１
（
平

成
３
）
年
、
道
路
拡
幅
に
伴
っ
て
移
植
さ

れ
た
。
傍
ら
に
桑
都
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

が
建
て
た
碑
も
あ
る
。

⓬高月のクワ

１
９
６
６
（
昭
和
41
）
年
、
秋
川
の
伏
流

水
を
取
り
入
れ
て
１
日
約
４
万
㎥
の
水
を

急
速
ろ
過
方
式
で
処
理
で
き
る
浄
水
場
と

し
て
造
ら
れ
た
。
処
理
さ
れ
た
浄
水
は
高

月
給
水
所
を
経
て
、
市
北
部
の
加
住
町
、

石
川
町
、
川
口
町
方
面
へ
と
供
給
さ
れ
て

い
る
。

⓭高月浄水場

大
き
く
蛇
行
す
る
秋
川
と
多
摩
川
の
合
流

点
近
く
に
位
置
し
、
流
れ
に
突
き
出
る
よ

う
な
加
住
丘
陵
の
自
然
の
要
害
を
利
用
し

た
山
城
。
大
石
氏
の
築
城
と
伝
わ
る
。
大

石
氏
の
勢
力
拡
大
に
伴
っ
て
滝
山
城
が
築

か
れ
る
ま
で
、
居
城
と
し
て
使
わ
れ
て
い

た
。 ⓯高月城跡

９
０
３
（
延
喜
３
）
年
こ
ろ
創
建
の
天
台

宗
の
古
寺
。
戦
国
時
代
に
大
石
氏
、
北
条

氏
に
守
ら
れ
て
発
展
。
１
９
４
５
（
昭
和

20
）
年
７
月
に
戦
災
に
よ
り
堂
宇
が
焼
失

し
た
。
そ
の
際
に
焼
け
た
狛
犬
や
地
下
壕

な
ど
の
戦
跡
が
あ
る
。
境
内
の
し
だ
れ
桜

が
有
名
。

⓰圓通寺

八
王
子
の
米
ど
こ
ろ
と
い
わ
れ
る
高
月
町

は
、
古
く
か
ら
水
質
、
水
量
と
も
に
恵
ま

れ
た
地
で
あ
り
、
今
も
都
内
最
大
級
の
水

田
が
広
が
っ
て
い
る
。
川
沿
い
、
街
道
沿

い
を
歩
く
と
、
四
季
折
々
の
田
園
風
景
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。（
は
ち
と
ぴ
31

号
参
照
）

⓮高月の水田

　

氏
照
は
１
５
８
７
（
天
正
15
）
年
ご
ろ
に
八
王
子
城
に
移
り
、
滝

山
城
は
廃
城
と
な
り
ま
し
た
が
、
現
在
も
空
堀
や
土
塁
な
ど
の
遺
構

が
と
て
も
よ
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
１
９
５
１
（
昭
和
26
）
年
に
は

国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
、
２
０
１
７
（
平
成
29
）
年
に
は
「
続
日
本

１
０
０
名
城
」
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
現
在
は
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
も

整
備
さ
れ
、
四
季
折
々
の
自
然
を
楽
し
み
な
が
ら
多
く
の
人
が
散
策

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
Ａ
Ｒ
（
拡
張
現
実
）
を
使
っ
て
、
ス
マ
ホ
の

画
面
に
か
つ
て
の
山
城
の
姿
を
映
し
出
す
観
光
ア
プ
リ
も
あ
り
、
最

新
の
技
術
で
戦
国
の
名
城
、
滝
山
城
を
体

感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▲中の丸址

▲

中
の
丸
址
と
本
丸
址
を
つ
な
ぐ
木
橋

▲

旧
滝
山
荘

▲

�

本
丸
址
の
碑
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特集―――わがまち八王子探訪シリーズ「加住」

出発です！
楽しみだな♪

マイペースで
歩きましょう！

２
０
０
７
（
平
成
19
）
年
オ
ー
プ
ン
の
東

京
都
唯
一
の
道
の
駅
。
八
王
子
で
栽
培
さ

れ
た
新
鮮
野
菜
や
果
物
、
畜
産
物
な
ど
を

直
売
す
る
ほ
か
、
地
元
食
材
を
活
か
し
た

総
菜
、
八
王
子
産
の
牛
乳
を
使
っ
た
ソ

フ
ト
ク
リ
ー
ム
な
ど
も
販
売
し
て
い
る
。

（
は
ち
と
ぴ
１
号
参
照
）

❶道の駅八王子滝山創
建
年
代
不
詳
。
現
在
の
社
殿
は
１
９
７

２
（
昭
和
47
）
年
に
建
て
ら
れ
た
。
梅
坪

の
天
神
様
と
し
て
崇
め
ら
れ
、
か
つ
て
は

４
月
の
例
祭
に
簓
（
さ
さ
ら
）
獅
子
舞
が

奉
納
さ
れ
て
い
た
が
、
１
９
６
９
（
昭
和

44
）
年
を
最
後
に
舞
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

社
殿
に
松
原
庵
星
布
ら
の
扁
額
が
あ
る
。

❷天神神社

はちとぴ
観光

―特 撰―

滝山街道散策コース
★加
住地
域を 知

る！　その２
深～く
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あともう
少しだよ！

❸
皇
紀
２
６
０
０
年
碑

北
条
氏
照
開
基
と
し
て
現
在
ま
で
伝
わ
る

数
少
な
い
寺
院
。
度
重
な
る
火
災
で
堂
宇

を
焼
失
し
、
現
在
の
本
堂
は
１
９
９
３

（
平
成
５
）
年
の
再
建
。
今
で
も
参
道
の

西
側
は
八
幡
宿
、
東
側
は
八
日
市
宿
、
横

山
宿
と
呼
ば
れ
、
滝
山
城
下
の
往
時
が
偲

ば
れ
る
。
寺
域
内
に
は
地
下
壕
も
あ
る
。

❹少林寺

車や自転車に
気をつけて

歩きましょうね！

天
神
神
社
境
内
に
建
つ
。
１
９
４
０
（
昭

和
15
）
年
の
皇
紀
２
６
０
０
年
を
記
念
し

て
、
神
社
の
由
緒
と
、
１
９
２
９
（
昭
和

４
）
年
に
「
神
饌
幣
帛
料
供
進
（
し
ん
せ

ん
へ
い
は
く
り
ょ
う
き
ょ
う
し
ん
）」
の

神
社
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
を
伝
え
る
。
市

内
唯
一
の
皇
紀
２
６
０
０
年
記
念
碑
。
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特集―――わがまち八王子探訪シリーズ「加住」

純
心
聖
母
会
を
母
体
に
、
１
９
６
３
（
昭

和
38
）
年
に
東
京
純
心
女
子
学
園
が
創

立
。
そ
の
翌
年
に
東
京
純
心
女
子
高
等
学

校
、
１
９
６
７
（
昭
和
42
）
年
に
東
京
純

心
女
子
短
期
大
学
（
２
０
１
５
年
に
東
京

純
心
大
学
に
改
称
）
が
開
学
。
カ
ト
リ
ッ

ク
の
理
念
に
基
づ
い
た
教
育
を
行
う
。

❺東京純心大学

祭
神
は
日
本
武
尊
。
１
５
４
４
（
天
文

13
）
年
創
立
。
古
く
は
蔵
王
堂
と
呼
ば

れ
、
修
験
道
の
道
場
と
し
て
近
郷
の
修
験

者
が
集
ま
り
、
護
摩
修
行
を
行
っ
た
と
い

う
。
都
の
指
定
有
形
文
化
財
で
、
い
ず
れ

も
一
木
造
り
の
蔵
王
権
現
立
像
、
十
一
面

観
音
立
像
、
菩
薩
形
立
像
が
あ
る
。

❻御嶽神社

神
鏡
に
仏
像
な
ど
を
取
り
付
け
た
懸
仏

（
か
け
ぼ
と
け
）
を
ご
神
体
と
し
て
い
る

（
市
指
定
有
形
文
化
財
、
現
在
は
寳
印
寺

に
奉
納
）。
中
央
に
薬
師
如
来
坐
像
が
あ

り
、
円
形
の
縁
に
沿
っ
て
銘
が
刻
ま
れ
て

い
る
。
境
内
に
は
山
王
社
が
あ
り
、
蚕
神

様
と
い
わ
れ
て
い
る
。

❼勝手神社

１
９
８
３
（
昭
和
58
）
年
９
月
に
現
在
の

建
物
に
建
て
替
え
ら
れ
た
。
加
住
小
学
童

保
育
所
を
併
設
し
て
い
る
。
正
面
を
走
る

滝
山
街
道
は
国
道
４
１
１
号
線
の
一
部

で
、
青
梅
市
友
田
町
か
ら
左
入
町
ま
で
の

道
の
通
称
。
向
か
い
に
は
小
中
一
貫
の
加

住
小
中
学
校
が
あ
る
。

❾加住事務所

寛
永
年
間
（
１
６
２
４
～
44
）
に
上
野
で

創
建
後
、
徳
川
秀
忠
の
庇
護
の
も
と
押
上

に
２
０
０
０
坪
の
地
が
与
え
ら
れ
、
七
堂

伽
藍
が
建
立
さ
れ
た
。
江
戸
安
政
の
大
地

震
と
関
東
大
震
災
で
全
山
焼
失
し
て
高
円

寺
に
移
転
。
さ
ら
に
１
９
６
５
（
昭
和

40
）
年
に
八
王
子
へ
移
転
し
た
。

❿最教寺

１
５
９
１
（
天
正
19
）
年
開
山
の
天
台
宗

の
寺
院
で
、
境
内
の
観
音
堂
も
同
年
に
創

立
さ
れ
て
い
る
。
堂
内
の
千
手
観
音
は
室

町
時
代
の
作
で
、
火
防
に
ご
利
益
が
あ
る

「
火
防
の
観
音
」
と
し
て
知
ら
れ
る
。
圓

通
寺
の
末
寺
で
あ
り
、
徳
川
幕
府
か
ら
観

音
領
と
し
て
朱
印
地
を
拝
領
し
て
い
た
。

❽寳印寺

　

加
住
地
域
の
北
西

端
、
あ
き
る
野
市
と

接
す
る
戸
吹
町
に
、

日
清
食
品
グ
ル
ー
プ

の
商
品
開
発
と
安
全

性
研
究
の
機
能
を
統

合
し
た
研
究
施
設
が

あ
り
ま
す
。

　

２
０
１
４
（
平
成

26
）
年
３
月
に
、
滋

賀
県
草
津
市
と
神
奈

川
県
横
浜
市
に
あ
っ

た
研
究
所
を
集
約
し

て
開
設
し
た
こ
の
施

設
は
、
食
の
先
端
技

術
を
切
り
拓
く
「
グ

ロ
ー
バ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
セ
ン
タ
ー
」
と
、
食
の
安
全
・
安

心
を
追
求
す
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
食
品
安
全
研
究
所
」
と
い
う
２
つ
の

施
設
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

敷
地
面
積
は
約
８
万
７
千
㎡
、
延
べ
床
面
積
約
１
万
９
千
㎡
。
特

徴
的
な
波
を
打
つ
よ
う
な
壁
面
は
、
日
清
食
品
と
い
え
ば
思
い
浮
か

ぶ
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
の
麺
に
見
立
て
た
も
の
。
そ
こ
に
麺
を

切
る
製
麺
機
の
〝
切
刃
〟
の
形
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
円
筒
状
の
２
本

の
塔
が
建
ち
、〝
切
刃
〟
か
ら

麺
が
生
み
出
さ
れ
て
い
る
よ
う

な
斬
新
な
デ
ザ
イ
ン
の
外
観
を

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
加
住
地

域
の
豊
か
な
自
然
に
溶
け
込
む

施
設
と
し
て
、
環
境
に
配
慮
し

た
設
計
も
な
さ
れ
ま
し
た
。
食

の
先
端
技
術
を
切
り
拓
き
、
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
新
し
い
「
波

動
」
を
起
こ
し
て
世
界
に
広
げ

日清食品ホールディングス
“the WAVE”

ひ
と
休
み

コ
ラ
ム

▲インスタントラーメンの「麺と切刃」をイメージした外観▲食品安全研究所での検査のようす
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境
内
の
鐘
楼
山
門
は
、
１
８
２
３
（
文
政

６
）
年
に
建
立
さ
れ
た
朱
塗
り
の
２
階
建

て
で
、
２
階
部
分
が
鐘
撞
堂
と
な
っ
て
い

る
。
市
指
定
有
形
文
化
財
。
境
内
に
は
、

天
然
理
心
流
開
祖
の
近
藤
内
蔵
之
助
と
二

代
目
近
藤
三
助
の
墓
の
ほ
か
、
観
音
堂
や

豊
川
稲
荷
堂
が
あ
る
。

⓫桂福寺

桂
福
寺
山
門
の
手
前
左
側
の
敷
地
に
、
日

露
戦
争
関
係
２
基
、
日
中
戦
争
・
太
平
洋

戦
争
関
係
２
基
、
計
４
基
の
忠
魂
碑
が
並

ん
で
い
る
。
日
露
戦
争
関
係
の
碑
は
地
区

出
身
戦
死
者
の
忠
魂
碑
と
復
員
者
を
刻
ん

だ
戦
役
紀
念
の
碑
が
並
ん
で
お
り
、
こ
の

組
み
合
わ
せ
は
市
内
唯
一
。

⓬戸吹町慰霊碑

１
８
７
６
（
明
治
９
）
年
の
建
築
で
、
木

造
２
階
建
て
。
明
治
期
に
「
明
化
学
校
」

と
し
て
建
て
ら
れ
た
場
所
は
、
現
在
地
よ

り
宮
下
町
寄
り
だ
っ
た
。
明
治
後
半
に
か

な
り
の
修
繕
、
増
改
築
が
行
わ
れ
、
１
９

１
７
（
大
正
６
）
年
に
戸
吹
分
教
場
と

な
っ
た
。

⓭戸吹町会館

隣
接
す
る
戸
吹
清
掃
工
場
で
燃
や
す
ゴ
ミ

の
余
熱
を
利
用
し
た
入
浴
施
設
。
週
替
わ

り
の
２
種
類
の
風
呂
と
サ
ウ
ナ
、
健
康
メ

ニ
ュ
ー
の
揃
っ
た
食
堂
、
カ
ラ
オ
ケ
設
置

の
和
室
な
ど
が
利
用
で
き
る
。
開
館
時
間

10
時
～
22
時
、
第
３
木
曜
休
み
、
入
館
料

７
０
０
円
（
高
校
生
以
上
）。

⓯戸吹湯ったり館

２
０
１
１
（
平
成
23
）
年
に
戸
吹
最
終
処

分
場
跡
地
に
整
備
さ
れ
た
約
９
・
８
ha

の
公
園
。
国
内
最
大
級
の
オ
ー
ル
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
の
ほ
か
、

サ
ッ
カ
ー
兼
ラ
グ
ビ
ー
場
、
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
な
ど
の
運
動
施
設
が
あ
る
。
原
っ
ぱ
広

場
や
散
策
路
も
整
備
さ
れ
て
い
る
。

⓰戸吹スポーツ公園

可
燃
ご
み
な
ど
を
処
理
す
る
戸
吹
清
掃
工

場
、
戸
吹
不
燃
物
処
理
セ
ン
タ
ー
、
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
資
源
化
セ
ン
タ
ー
、
戸
吹
最
終

処
分
場
を
管
理
し
て
い
る
。
年
に
１
回
戸

吹
ク
リ
ー
ン
フ
ェ
ス
タ
を
開
催
し
、
年
末

年
始
を
除
い
た
平
日
に
は
施
設
見
学
も
受

け
入
れ
て
い
る
。

⓮戸吹クリーンセンター

た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、〝the 

W
AV

E

〟
と
い
う
総
称
も
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

開
発
対
象
と
し
て
い
る
の
は

麺
だ
け
で
は
な
く
、
菓
子
や
飲

料
な
ど
幅
広
い
「
食
品
」
で

す
。
さ
ま
ざ
ま
な
部
門
の
技
術

を
融
合
し
、
各
分
野
で
の
新
規

技
術
の
創
出
を
図
っ
て
い
ま

す
。
施
設
内
に
は
、
生
産
工
場

と
同
じ
ス
ペ
ッ
ク
の
全
長
１
０
０
ｍ
×
幅
37
ｍ
に
も
及
ぶ
広
大
な
テ

ス
ト
プ
ラ
ン
ト
も
備
え
ら
れ
て
い
て
、
商
品
開
発
だ
け
で
な
く
、
工

場
で
の
大
量
生
産
を
実
現
す
る
ラ
イ
ン
の
開
発
ま
で
一
貫
し
て
行
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
食
品
安
全
研
究
所
」
は
、
食
品
の
品
質
管

理
に
医
薬
品
の
安
全
基
準
を
導
入
し
、
高
度
な
分
析
技
術
と
世
界
屈

指
の
食
品
安
全
管
理
体
制

を
確
立
し
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
独
自
の
品
質
管
理

に
よ
っ
て
、
日
清
食
品
グ

ル
ー
プ
全
体
の
原
材
料
や

製
品
の
品
質
を
保
証
し
て

い
る
の
で
す
。

　

日
本
を
代
表
す
る
食
品

会
社
、
日
清
食
品
グ
ル
ー

プ
の
技
術
・
開
発
・
研

究
・
安
全
・
安
心
の
拠
点

と
し
て
、
加
住
に
あ
る
研

究
所
か
ら
こ
れ
か
ら
も
新

た
な
商
品
が
次
々
と
生
み

出
さ
れ
、
私
た
ち
の
食
卓

に
上
っ
て
い
く
こ
と
に
な

る
で
し
ょ
う
。　

▲残留農薬自動前処理装置での検査

▲
上
空
写
真


